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【緒　言】 インプラン ト埋入により下顎骨形態変
化をおこしたラット下顎切歯の形成端および歯の
形成 に必要な特殊な微小環境であるnicheに着 目
し,組織形態的な変化を検索 した。
【実験方法】雄Wistar系ラットの下顎下縁を明
示 インプラン トを埋入 した。術後2,8,16週を
検索期間とし,形成端の冠状断が観察できるよう
切片を作製 した。HE染 色,抗Laminin抗体 と
抗TIMP抗体,抗PCNA抗 体で免疫染色 を行っ
た。切歯形成端部の骨厚径 と抗TIMP抗体陽性
細胞数を計測 した。
【結　果】HE染 色では術後2週 で上皮鞘が波状
に変化 し,形成端周囲の骨が厚 くなっていた。術
後8週 で も上皮鞘の変形 と骨の肥厚 を認めた。
Laminin抗体では術後2週 では波状に変形 した
上皮鞘に強い陽性反応 を認めた。術後8週 では上
皮鞘の変形は2週 と比較すると改善傾向にあった
が,陽 性反応 は強 く発現 していた。TIMP抗体で
は術後2,8週 で全体的に陽性反応 は少 なくなっ
たが,2週 では骨表面 に陽性細胞を多 く認めた。
術後16週では骨内に多 くの陽性細胞 を認めたが,
骨表面では少な くなり,ニ ッチ全体ではcontrol
と同程度の陽性反応 を示 した。抗PCNA抗 体染
色では術後2,8週 に骨表面に陽 性細胞が確認で
きた。形成端の骨厚径は術後2週 に最 も厚 くなり,
その後徐 々に減少 した。抗TIMP抗体 陽性細胞
数は術後2週 で最 も多くなり,その後徐々に減少
した。
【まとめ】術後2週 で上皮鞘の変形が生 じ,8週
では一部改善がみ られ,16週で は対象 と同 じ形
態になった。形成端の骨厚径は術後2週 で最も厚
く,8週,16週 と徐 々に減少 した。抗TIMP抗
体陽性細胞は術後2週 で最 も多く見 られた。8週,
16週で は徐 々に減少 した。形成端の骨厚径 と傾
向が一致 してお り,骨 形成 とTIMPの関与が示
唆された。 ラット切歯へのインプラント埋入によ
り,切歯の萌出抑制がおこり,切歯形成端での上
皮鞘の変化 と周囲骨の肥厚をきたすことが示唆 さ
れた。
